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	1. 基本情報
	2. 業務概要
	※ 契約書 第1条が参照する業務内容の具体的な定義です。
	2.1 背景・目的
	記入例：毎日3時間かかっている問い合わせメールの分類・返信を自動化し、対応時間を80%削減する
	2.2 業務範囲
	※ 乙が行う作業と、行わない作業を明確にします。
	■ スコープ内（乙が行う作業）：
	■ スコープ外（本業務に含まない作業）：
	記入例：スコープ外を明記することで「これもやってくれると思ってた」トラブルを防ぎます

	3. 技術構成
	※ 使用するツール・サービスの一覧です。API費用の負担者（契約書 第2.3条）もここで確認します。
	4. AI処理の利用上限
	※ 契約書 第2.4条が参照する具体的な数値です。
	記入例：月間上限の目安：1日100件 × 営業日20日 = 月間2,000リクエスト → 余裕を持って3,000に設定
	5. 完了条件（検収基準）
	※ 契約書 第2.1条の検収で「何ができたらOKか」を具体的に定義します。
	6. スケジュール
	7. 費用
	※ 契約書 第2条の具体的な金額を記入します。
	7.1 初期構築費用
	7.2 月額保守費用
	7.3 外部API費用（想定）
	記入例：API費用はあくまで想定です。実際の金額はAPI提供元の価格と使用量に依存します

	8. 知的財産の帰属
	※ 契約書 第4条が参照する「汎用コンポーネントのリスト」を定義します。ここに列挙されていない成果物は甲に帰属します（契約書 第4条2項）。
	■ 甲に帰属する成果物（個別成果物）：
	■ 乙に帰属する汎用コンポーネント：
	※ 上記に列挙されていない成果物は、すべて甲に帰属します（契約書 第4条2項）。甲は上記汎用コンポーネントを本業務の範囲内で非独占的に使用できます。
	9. SLA詳細
	※ 契約書 第3条の空欄に入る具体的な数値を定義します。
	記入例：個人事業主の現実的な値：稼働率95%、初動24時間以内、返金10〜20%
	10. データ管理・バックアップ
	※ 契約書 第7条（連絡不能時のデータ保全）で合意すべき具体的な内容です。
	記入例：最もシンプルな方法：甲のGoogle Driveに共有フォルダを作り、バックアップを自動保存する
	11. 連絡体制
	※ 契約書 第9条の具体的な連絡手段と担当者を定めます。
	本仕様書の内容について甲乙合意したことを確認する。

